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No.４湖南市教育だより 入選作品集５年集「石ころ」を発行

湖南市では、自分の思いを詩・俳句・川柳・短歌に託すこと

を通じて、言語力や表現力を育成することを目指し「小さな詩

人たち事業」を進めています。

創作された優秀な作品を市全体で称賛することにより、こと

ばに対する子どもたちの意識が高まり、自分の思いを伝える力

が育まれることを期待しています。

今年度で第16回を迎えました。本年度も野呂昶先生と平賀胤

壽先生に優秀作品を選んでいただき、講評をいただきました。

第11回（平成30年度）から第15回（令和４年度）までの５年

分の入選作品をまとめた入選作品集「石ころ」を、令和５年11

月に発行しました。

この作品集は、各学校や図書館に配付します。子どもたちが

作品づくりへの意欲を高めたり、作品づくりの際に入選作品か

ら発想を得たりするなどして活用されることを期待しています。第16回小さな詩人たち事業

湖南市教育研究所ＨＰ「小さな詩人たち事業」

https://www.city.shiga-
konan.lg.jp/soshiki/kyoiku_iinkai/gakko_kyoiku/kyoi
ku_senta/kyoiku_kenkyujyo/kenkyujyo_syokanjigyou/sh
ijin/30953.html

第1回から第10回までの入選作品集５

年集は、湖南市立図書館や市ＨＰでご

覧いただけます。

第16回の優秀作品集は、

１月に印刷予定です。２月

ごろより湖南市立図書館や

市ＨＰでご覧いただけます。

ぜひ、子どもたちの作品を

ご覧ください。

湖南市オリジナル音読集「ことばの宝石箱」

小さな詩人たち事業の他に、音読集

「ことばの宝石箱」を発行しています。

素敵な作品を音読することを通して、

語彙を増やしたり心地よいリズムに触

れたりすることを期待しています。

今年度、中学校での学習を見通して、

ふりがな等の改訂を行いました。

音読集は、湖南市立図書館でご覧いただけます。

イラストは、甲西北中学校美術部

が協力してくれました。

野呂 昶 先生 平賀 胤壽 先生

第１回～第５回
「おじいちゃんの手」
第６回～第10回
「明日の私は新しい」

毎年、小学校３年生に
配付しています。



「夜間中学校」をテーマにシンポジウムを開催

令和７年度に甲西中学校に開設予定の「夜間中学校」をテーマに、

県教育委員会と共催でシンポジウムを開催しました。（Ｒ5.12.16）

○図書館の機能を活用した授業実践（12/12 三雲小学校）

湖南市図書館教育部会では、年２回授業研究会を開催しています。
今回は、三雲小学校の奥村教諭と谷口学校司書が授業実践をして
くださいました。
事前に先生と学校司書がブックトークで複数の本を紹介しました。
子どもは、その本の中から登場人物に共感したところや不思議だな
と思ったところを見つけ、友達と感想を交流しました。
図書流通システムのある湖南市だからこそ、市内から同じ本をた
くさん集めることができ、実現できた授業実践でした。
令和６年２月には、石部中学校で授業研究会が実施されます。

○学校図書館支援スタッフ・学校司書定例会

湖南市では、年５回、学校司書が集まって情報交換やスキル向
上のための自主研修を行っています。
学校司書が自身の実践を発表するブックトーク等研修（ＢＴ研
修）では、授業さながらの緊張感の中で行われます。その後、良
かった点や改善点など忌憚のない意見を交流します。
本のページのめくり方や声のトーンといった司書の専門性に関
わる意見はもちろん、授業のねらいとの整合性や授業への参画の
しかたなど授業者のニーズを意識した意見も出され、とてもレベ
ルの高いものです。
情報交換の場では、子どもの読書活動を促進することについて、
どのようなイベントを行ったかや子どもに人気のある本について
交流します。

学校司書は、授業づくりにおける心強い伴走者です。学校の先
生は、積極的に、お気軽に、学校司書へご相談ください。

湖南市の図書館の機能をした授業実践

○湖南市の強み！「学校図書館図書流通システム」
湖南市には、子どものタブレット端末（iPad）から、市立図書館

や他の学校の図書室にどんな本があるかを検索できます。また、市
内小中学校図書館間で学習に必要な資料を貸借できる「湖南市学校
図書館図書流通システム」があります。
このシステムが確立している自治体は多くありません。
調べ学習をする際など、自校にない本や同じ本が複数必要となる
ときに、大いに役立っています。

教育長など教育関係者によるパネルディスカッション

←ＢＴ研修

GIGA端末を
使った研修→


